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経験知は多くの場合暗黙知であるから，生徒が経験知を蓄積するための学校教育や数学教育の在りよ

うについての必要十分条件は，言語ではそのすべてを伝えようがない。本稿では，数学教育において生

徒達に暗黙知を受け入れて経験知として蓄積していくことのできるような素地をどのようにして培うの

か，そのためにはどのような学習を組織する必要があるのかということに関して，見通しを探った。

本研究を通じて，生徒がさまざまなことに取り組む中で失敗を含むいろいろな経験をし，それらの経

験そのものを成果として次の新たな経験に生かすことのできる能力を培うことが大切であることを，授

業の具体例を通して指摘することができた。また，概念形成という数学的理解のプロセスは数学的活動

そのものであることに着目し，その理解過程と経験知との関係を数学教育の理論に基づいて説明した。

1 . 問題意識

世界は未曾有の変化に直面している。その変化に対す

る懸念は昨今始まったことではなく，たとえばローマ・

クラブ（メドウズ.D.H. ほか， 1975)のレポートにおいて

すでに半世紀近く前から指摘されているように，有限な

世界の中で宇宙船地球号（フラー.B.,2000)の乗組員とし

て，この世界を持続可能なものとしていかにつくりあげ

ていくかということは近い将来に向けての重要なテーマ

として取り上げられてきた。 ESD,SGHに代表されるこ

の間の一連の教育変革の流れはこのような中でなされて

きていると考える。その中で，経験知がひとつのキーワ

ードとして取り上げられているのは，既存の知識の当て

はめだけでは解決しない新たな状況に取り組訂ことので

きる人材の育成が急務とされてきているからであろう。

本稿では，経験知を，経験の蓄積によって得られた知

識や技能として考察を進める。経験知は多くの場合暗黙

知である。たとえそれまでの経験すべてを言語化するこ

とが可能であるとしても，次に起こる状況はそれまでの

いずれかに当てはまるとは限らない。一方で，それまで

の経験があるからこそ，その新たな状況に自らの経験を

照らし合わせて適合させ，変化させていくことが可能と

なる。暗黙知を，「言語で明確に表現することができな

い，もしくはそれが困難な（廣松渉ほか，1998)」知識で

あるとすれば，生徒が経験知を蓄積するための学校教育

や数学教育の在りようについての必要十分条件は，言語

ではそのすべてを伝えようがない。言葉として伝えられ

るのはせいぜい「教訓」であり，より深い部分は経験者

個人のものである。筆者は，数学教育において，生徒達

に暗黙知を受け入れて経験知として蓄積していくことの

できるような素地をどのようにして培うのか，そのため

にはどのような学習を組織する必要があるのかというこ

とに関して，その見通しを探りたい。本稿では，経験知

とは何かに関するいろいろな考え方を，数学教育学にと

どまらず，知見も多い科学技術・経営等をふくむ様々な

分野からヒントを得て考察を進める。

毛利 (2010) は，科学者のありようとして，従来の要

素還元方式＂の限界を指摘し，科学技術は文化であり，

総合智の一面を担うものであると述べ，「科学には個々

の人間に人類全体のことを思い起こさせる力 (p.85)」を

持っており，科学の地球全体を俯諏しておこなう課題の

提示や警告が「科学技術を担う者の使命(p.85)」である

と指摘するように，新たな状況に取り組むことのできる

人材の育成は，特定の専門分野が個別に独立して取り組

むことのできる課題ではない。科学技術や経営学に知見

が多い理由は，経験知を活かすことが大きな進歩や成功

に寄与する反面，経験知が活かされないことによる失敗

によって取り返しのつかない状況に陥る可能性を常には

らみ，その結果が直接社会に大きな影響を与えるからで

ある。昨今の科学技術の適用や経営方針の間違いによっ

て生じている社会的問題を取りあげれば枚挙にいとまが

ない。科学や技術に携わる人たちが，「やることによっ

て悪い方に使用されるという責任と，やらないことによ

って，もっと人間が幸せになれるのを妨げるという責任

（朝永， 2012,p.4)」の狭間で， 日々研究とその成果の使

用について対峙せざるを得なかったことは，今や科学・

技術者等の一部の人たちだけの課題ではない。

*I科学者一人が扱う自然の範囲は，時代と科学自体の進展につれてどんどん細かくなっていきます。要素還元法といいますが，そうやっ

て最終的に一番小さなものを理解し，それを組み合わせたら自然界がわが手に入るという発想が出てくるわけです。（毛利， 2010,p.82) 

-178 -


















